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障害者権利条約 第24条 教育（和文） 

 

1 締約国は、教育についての障害者の権利を認める。締約国は、この権利を差別なしに、かつ、機会の
均等を基礎として実現するため、障害者を包容するあらゆる段階の教育制度及び生涯学習を確保する。

当該教育制度及び生涯学習は、次のことを目的とする。  
（a） 人間の潜在能力並びに尊厳及び自己の価値についての意識を十分に発達させ、並びに人権、基本

的自由及び人間の多様性の尊重を強化すること。 
（b） 障害者が、その人格、才能及び創造力並びに精神的及び身体的な能力をその可能な最大限度まで

発達させること。 
（c） 障害者が自由な社会に効果的に参加することを可能とすること。 
 
2 締約国は、1の権利の実現に当たり、次のことを確保する。  
（a） 障害者が障害に基づいて一般的な教育制度から排除されないこと及び障害のある児童が障害に基

づいて無償のかつ義務的な初等教育から又は中等教育から排除されないこと。 
（b） 障害者が、他の者との平等を基礎として、自己の生活する地域社会において、障害者を包容し、

質が高く、かつ、無償の初等教育を享受することができること及び中等教育を享受することができ

ること。 
（c） 個人に必要とされる合理的配慮が提供されること。 
（d） 障害者が、その効果的な教育を容易にするために必要な支援を一般的な教育制度の下で受けるこ

と。 
（e） 学問的及び社会的な発達を最大にする環境において、完全な包容という目標に合致する効果的で個

別化された支援措置がとられること。 
 
3 締約国は、障害者が教育に完全かつ平等に参加し、及び地域社会の構成員として完全かつ平等に参加
することを容易にするため、障害者が生活する上での技能及び社会的な発達のための技能を習得するこ

とを可能とする。このため、締約国は、次のことを含む適当な措置をとる。  
（a） 点字、代替的な文字、意思疎通の補助的及び代替的な形態、手段及び様式並びに定位及び移動の

ための技能の習得並びに障害者相互による支援及び助言を容易にすること。 
（b） 手話の習得及び聾社会の言語的な同一性の促進を容易にすること。 
（c） 盲人、聾者又は盲聾者（特に盲人、聾者又は盲聾者である児童）の教育が、その個人にとって最も

適当な言語並びに意思疎通の形態及び手段で、かつ、学問的及び社会的な発達を最大にする環境に

おいて行われることを確保すること。 
4 締約国は、1の権利の実現の確保を助長することを目的として、手話又は点字について能力を有する教
員（障害のある教員を含む。）を雇用し、並びに教育に従事する専門家及び職員（教育のいずれの段階に

おいて従事するかを問わない。）に対する研修を行うための適当な措置をとる。この研修には、障害につ

いての意識の向上を組み入れ、また、適当な意思疎通の補助的及び代替的な形態、手段及び様式の使用

並びに障害者を支援するための教育技法及び教材の使用を組み入れるものとする。 
5 締約国は、障害者が、差別なしに、かつ、他の者との平等を基礎として、一般的な高等教育、職業訓
練、成人教育及び生涯学習を享受することができることを確保する。このため、締約国は、合理的配慮

が障害者に提供されることを確保する。 
 
 
 



 
障害者権利条約 第24条 教育（英文） 

 
 
Article 24 Education  
1. States Parties recognize the right of persons with disabilities to education. With a view to realizing this 
right without discrimination and on the basis of equal opportunity,  
 
States Parties shall ensure an inclusive education system at all levels and lifelong learning directed to:  
 
(a) The full development of human potential and sense of dignity and self-worth, and the strengthening 
of respect for human rights, fundamental freedoms and human diversity;  
(b) The development by persons with disabilities of their personality, talents and creativity, as well as 
their mental and physical abilities, to their fullest potential;  
(c) Enabling persons with disabilities to participate effectively in a free society.  
2. In realizing this right, States Parties shall ensure that:  
 
(a) Persons with disabilities are not excluded from the general education system on the basis of 
disability, and that children with disabilities are not excluded from free and compulsory primary 
education, or from secondary education, on the basis of disability;  
(b) Persons with disabilities can access an inclusive, quality and free primary education and secondary 
education on an equal basis with others in the communities in which they live;  
(c) Reasonable accommodation of the individual’s requirements is provided;  
(d) Persons with disabilities receive the support required, within the general education system, to 
facilitate their effective education;  
(e) Effective individualized support measures are provided in environments that maximize academic 
and social development, consistent with the goal of full inclusion.  
3. States Parties shall enable persons with disabilities to learn life and social development skills to 
facilitate their full and equal participation in education and as members of the community. To this end, 
States Parties shall take appropriate measures, including:  
 
 
 


